
勇払平野海岸部の砂質地形について
一特にその形態および内部構造についてー

美知

1 はじめに

海岸低地に 自黙堤訪な

を記録するI也形である

る。それらのうち浜

1984)ため， 多堤についてLi，

く研究対象ときれてきた。

勇払平野海岸部には，

堤が， また，現海岸線にそ

れ， とくに石狩平野について

みられな~'0 

そこで，筆者は

的として調査を行なった。

五千分の一国土基本国を沼い

ら地形断面留を{宇或しだっまた，

いが，粒変分析を行なった。

(1967)によれば勇払付近から北西に扇状にのび、る浜

る。このような砂質地形は道内の多くの海号でみら

るが， ついては，島まり請究開が

明らかにすることを百

一万分の一苫小牧港図，

を明らかにし，三千分の…苫小牧港湾都市計画図か

っングテ‘ータから地質断面聞を作成し，サンブノレ数は少な

口 調査地域の概観

札幌-苫小牧低地帯の南岡部太平洋岸に位置い北部を を勇払丘陵

て 11， 111，勇払JII，苫小牧!司令

llJ噴出物が分布する。そして，これらの台地をけずっ

が流れてLミる {図 1) c 

に限られてL、る O これらの白地には

白地及び平野の地表には，樽前a

(T a b， 1669年降下)

る。台地には，この干に樽高 c

を示す手がかりとなるが，

a a， 1739年降下)と，

なし両者あわせて 1

b 

きで、堆

(T a c，約B. P. 3500年前)がみられ，

Ta-c 

できなかった。

また，昭和38年五千分の一国土基本凶や，

;走路を阻まれ，安平川は

よって流路は変更されている O きらに，

ている(凶 1)。

国小牧東部大規模工業基地に諮る

よ才U;f'，かつて

していたっしかし

として造成きれ， ~才工

よれは

している。なお，により なるものの，ほとん

く海!邸付が存在する。

(1964)によれば， は|壊
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図仁研究対象地域と徴高地の分布

五千分のふ
二万分の一

表1.テフラ降下年代

名 利i 年

1739年

1669年

約B. .3500年

f-t 

樽前 a降下軽1i堆頼物 :T

III 浜 の形態

(1967)によれ;ぇ勇払平野に とはJJUに，現j毎岸線にそって砂丘がみられる。

の砂丘はず a a上に堆積L，植生もほとんどみられをいことから現夜形成が乾いている砂丘

と考えら紅る。しかし，この砂丘が茨木が述べるように浜堤の上に堆穣したものかどうかは碍認

できなかった。
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内陸に

を内陸から第 I

る

を作成した{国 2) 0 

5mである。

図2.地形断面図
各断簡のイ立護は関 1参賭

?列認められ，その形態から 3列に区分きれた。これら

とする c 各浜堤の形態的特徴の把握のため地形断面図

第 1i:兵堤が7-8.5mである O第II浜堤が7.5-8m，第III?兵堤が7 7. 

内!培iff~ ;1 ど小さし海関ほど大き~) c 第III主主堤はも

とも堤問j阜地との比高が大きいが，第 1・第IU兵堤ほど東鵠までは分布しないい第II

間の堤問湿地は比高が最も低く，また，転も広;"0 i~堤は西部に向かうに従い海抜高震が高く，

堤間程地辻不明瞭になり~)売に区分することは難し~) G 逆に東部では堤間湿地は明瞭になり，

も低くなる Q

IV 浜堤内部の堆積物

j兵堤内部の堆積物の把握のため，得られたボー 1)ングデータをもとι

3L 

を{乍成した

Ta-bJ語の下部には泥長愚か葉植騒があり，これはj兵堤頂部では薄くなり，消失することも

ある O 堤関j星地;こは泥炭層が堆韻し 1mに速することもある。その下lこは細砂や粗砂がみられ

る。組砂はj兵堤頭部にみられることが多いが，境問福地の下にも存在する。砂層は喋混じりのこ

とが多い。この砂層の下には多くの地点で磯騒が存在する o これらの機暑は，署草も起伏L 必

ずしも地上の起伏とは一致しない。そこで¥機層上部の砂屠を浜堤の砂層と判断した。礎層の下
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図3.地賞新醤図
各断菌の位難は図 1参照

となっている。

イーイ F付近の露頭では， T a a はほとん

には員完全片を く堆積し下部はシノレトや粘 採取ftl!.li.

人

B 

C 

* D 
E 

F 

きず， Ta b く士重穣していた。その下に務植層

や泥炭がみられる。堤間湿地では泥炭はO.7m以恥tあ

J入植物の根や木の幹が含まれていたc

となっており，植物の根がてすまれている。

砂層は，j兵堤頭部では 1m付近から現われ 2m

(海抜4m付近)から 2mm程度の小磯を含む明瞭な

ラミナがみられた。なお， この地点には泥炭層のふ下部

にTa-cは認めら 従って約3， はまだ

、vιj事を

'1¥1め

唱のj兵堤はi壇上に現われていなかったと考えられるの i毎日~I支

j兵堤内部の粒度組成を明らかにするため，較度分析 グめ

を行ない，平均粒径と を求めた。露頭が少ない *~土木成と判断したもの

ため，抹取地点は少ないが，それぞれAが砂任砂， B・

w
h
U
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H. 1 . K・Lが堤間湿地， C. D. E ・F. G. Jが浜堤砂で，その内D.G・1. Jはラミ

ナの現れる層のものである O

分析の結果を表2に示した。淘汰度の大きいものと，平均粒径や露頭での観察結果をあわせて，

D . G . 1 . Jは水成， A・B.H・1. K. Lは風成と判断したO

V まとめと考察

今回の調査で得られた結果をもとに，考察を行なう O

7列確認された浜堤は，その形態から 3列に区別された o i兵堤頂部と堤間湿地との比高は第 I

j兵堤で小さし第II・第凹浜堤で大きい。各浜堤と，堤問湿地の海抜高度は西部で高く，東部で

低いという特徴がある。このことは，茂木 (1964)の説を裏付けている。すなわち，茂木によれ

ば，勇払平野沖には陸上の浜堤に続く j毎底州、|があり，それは沈水した浜堤であるとし，縄文海進

以後の海退を上回る沈降運動が安平川以東で起こったと推定する C このことから，浜堤の形成が

続く一方，沈降運動で東部は沈降し，このような特徴をもっと考えられる O

j兵堤内部は， Ta-b層の下に泥炭または腐植層，砂層，喋層，貝殻まじり細砂層，シルトま

たは粘土層という順で堆積している。浜堤内部の砂層を粒度分析した結果，i兵堤の頂部でも，堤

間湿地でも砂層上部に風成，下部に水成層がみられた。この特徴は，浜堤の成因を考える}.て、、重

要である O すなわち，浜堤の成因として松本 (1984)は海水準の上昇・下降の繰り返しによると

いう説を昭え，その証拠として，堤問湿地下の風成砂層の存在をあげている C 当地域の堤間湿地

下の風成砂層は，松本のこのような説を支持する結果となったが，すべての堤問湿地からサンプ

ルを採取したわけではないので，断定することは難し L、c

また，金森 (1967) によれば，当地域の浜堤は，最も海i~lj の列(第凹浜堤)が，古市小牧湾を

ふさぐ形てV 砂川、|として存在していたという C しかし今回の調査では露頭がなく，第凹浜堤にT

a-cは認められなかったため，砂州であったという証拠は得られなかった。一方，第H浜堤の

最も内陸側の列においても Ta-cは認められなかったため，確認される浜堤のほとんどは約B.

P. 3，500年以降の形成と考えられる。
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